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慈
受
和
尚
「
擬
寒
山
詩
」
―
一
百
四
十
八
首
と
そ
の
中
の
擬
拾
得
詩
に
つ
い
て
―

鈴

木

敏

雄

一

宋
の
慈
受
懐
深
和
尚
に
「
擬
寒
山
詩
」
一
百
四
十
八
首
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
の
二
十
首
は
、
『
慈
受
懷
深
禪
師
廣
録
』
に
も
附
録
さ
れ

て
い
る[

１]

。

そ
の
一
百
四
十
八
首
本
（
高
麗
本
、
朝
鮮
刻
本
。
な
お
、
現
行

本
は
一
百
四
十
九
首
採
録
）
は
単
行
で
あ
り
、
慈
受
自
身
の
序
が

付
さ
れ
て
い
る
。
更
に
は
清
代
の
禅
僧
道
独
に
よ
っ
て
重
刻
が
な

さ
れ
、
重
刻
本
に
は
、
道
独
の
序
も
あ
る
（
序
は
と
も
に
後
掲
）。

慈
受
「
擬
寒
山
詩
」
一
百
四
十
八
首
中
に
は
、
『
廣
録
』
に
附
録

さ
れ
る
二
十
首
の
他
に
、
『
廣
録
』
中
の
「
警
世
詩
」
や
刀
兵
劫
を

詠
む
「
戒
殺
偈
」
も
「
擬
寒
山
詩
」
と
し
て
採
録
さ
れ
て
お
り
、

最
終
的
に
は
、
慈
受
「
擬
寒
山
詩
」
は
そ
れ
ら
を
併
せ
、
一
百
四

十
八
首
単
行
の
形
で
流
布
通
行
さ
せ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る[

２]

。

こ
の
慈
受
「
擬
寒
山
詩
」
の
特
徴
の
一
つ
は
、
そ
の
自
序
（
後

出
）
に
も
あ
る
よ
う
に
、
殺
生
を
戒
め
る
詠
を
主
と
す
る
。
し
か

も
、
畜
類
の
殺
生
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
道
独
の
重
刻
「
序
」（
後
出
）

に
は
明
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
、
そ
の
本
来
で
あ
る
、
人

を
も
含
む
生
類
す
べ
て
の
殺
生
を
強
く
戒
め
る
も
の
と
な
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
そ
れ
を
詠
む
慈
受
「
戒
殺
偈
」（
後
出
）
を
「
擬
寒

山
詩
」
と
し
て
輯
録
す
る
に
至
る
、
そ
の
慈
受
の
経
歴
と
取
り
組

み
と
も
も
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

『
五
燈
會
元
』
卷
十
六
等
の
伝
に
よ
れ
ば
、
慈
受
は
先
ず
、
あ

ら
ま
し
次
の
よ
う
な
経
歴
を
持
つ
。

慈
受
懐
深
和
尚
（
一
〇
七
七
～
一
一
三
二
）
は
、
安
徽
省
寿

春
六
安
の
人
で
、
俗
姓
は
夏
と
い
う
。
母
の
張
氏
が
出
家
を
許

し
、
十
四
歳
で
割
愛
（
恩
愛
の
絆
を
断
ち
、
煩
悩
を
去
る
）
、

冠
年
に
祝
髪
（
剃
髪
）
し
、
後
四
年
、
十
八
歳
で
方
外
に
道
を

訪
う
（
遊
方
を
開
始
す
る
）
。

二
十
六
歳
の
年
（
崇
寧
元
年
、
一
一
〇
二
）
、
浙
江
省
嘉
興
（
嘉

禾
）
の
資
聖
寺
に
到
り
、
雲
門
宗
第
七
代
尊
宿
長
蘆
（
江
蘇
省

儀
徴
長
蘆
寺
）
の
崇
信
禅
師
（
浄
照
）
の
も
と
に
依
っ
て
止
ま

り
、
唐
の
良
遂
禅
師
が
麻
谷
の
宝
徹
禅
師
を
訪
い
、
二
度
門
前

払
い
を
食
ら
っ
た
公
案
を
問
わ
れ
、
領
悟
す
る
に
至
る
。（
後
、

浄
照
が
長
蘆
寺
に
徙
る
と
、
寺
の
首
座
と
な
る
）。

北
宋
の
徽
宗
の
政
和
三
年
（
一
一
一
三
）
八
月
十
日
、
慈
受

は
揚
州
儀
真
太
守
の
吏
部
季
公
釜
の
要
請
を
受
け
、
城
南
の
資
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福
寺
に
錫
杖
を
駐
め
る
。
そ
の
間
、
彼
は
蒋
山
仏
鑑
禅
師
に
遇

う
。
後
に
徽
宗
が
道
教
を
崇
奉
し
、
資
福
寺
を
改
め
て
神
霄
宮

と
し
た
際
（
一
一
一
三
～
一
一
一
九
）、
慈
受
は
道
友
に
挽
留
さ

れ
る
も
（
三
年
と
七
ヶ
月
で
）
寺
を
棄
て
て
蒋
山
に
往
き
、
名

単
を
西
庵
に
掛
け
、
仏
鑑
禅
師
の
側
で
益
（
示
誨
）
を
請
い
、

そ
の
縁
で
点
化
（
自
性
の
変
化
）
を
蒙
り
、
終
に
は
「
倩
女
離

魂
」
（
「
離
魂
記
」
）
の
話
を
聞
き
、
疑
問
が
解
消
し
、
豁
然
と

し
て
開
け
る
こ
と
と
な
る
。

政
和
七
年
（
一
一
一
七
）
九
月
六
日
、
要
請
を
受
け
、
鎮
江

の
焦
山
（
長
江
南
岸
ち
か
く
江
中
に
在
り
）
に
居
を
移
し
、
四

稔
（
年
）
を
閲
る
。

ふ

宣
和
三
年
（
一
一
二
一
）
三
月
二
十
五
日
、
皇
詔
に
依
り
東

京
慧
林
寺
の
住
持
と
な
る
（
慧
林
寺
は
開
宝
寺
等
と
と
も
に
京

師
開
封
府
に
在
り
）。

靖
康
二
年
（
一
一
二
七
）
金
が
北
宋
を
滅
ぼ
す
靖
康
の
難
に

遭
い
（
一
一
二
六
～
一
一
二
七
）
七
月
二
十
八
日
、
慧
林
寺
を

辞
し
、
天
台
山
国
清
寺
石
橋
を
経
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
後
、
蘇
州
の
霊
巌
（
霊
巌
山
寺
）
に
徙
り
、
「
靈
巌
披
雲

臺
十
頌
」
（
唐
の
湖
南
澧
州
薬
山
惟
儼
禅
師
を
懐
古
す
る
「
懷
藥

山
十
詠
」
）
を
詠
む
。
三
年
後
（
一
一
三
〇
）
、
詔
あ
っ
て
再
び

蒋
山
に
入
り
、
数
ヶ
月
も
経
た
ず
、
太
湖
内
の
包
山
（
洞
庭
山
。

西
山
）
に
退
隠
す
る
（
王
氏
の
要
請
に
応
じ
て
圓
覚
第
一
祖
と

な
る
）。

紹
興
二
年
（
一
一
三
二
）
四
月
二
十
日
、
安
然
と
示
寂
す
。

世
寿
五
十
六
歳
、
法
臘
三
十
六
年
で
あ
っ
た
。

殊
に
、
靖
康
の
役
の
際
に
東
京
（
開
封
）
慧
林
寺
に
居
た
慈
受

は
、
仏
教
に
言
う
兵
災
に
よ
る
破
壊
期
（
刀
兵
劫
）
を
目
の
当
た

り
に
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
靖
康
二
年
か
ら
三
年
に
か

け
て
、
東
京
は
開
封
府
東
京
留
守
の
宗
澤
（
一
〇
六
〇
～
一
一
二

八
、
靖
康
三
年
七
十
歳
で
憤
死
）
が
金
に
抗
い
城
を
守
っ
て
は
い

た
も
の
の
、
周
辺
は
金
兵
に
侵
さ
れ
て
い
る
。
慈
受
は
そ
の
中
を

天
台
山
経
由
で
南
方
に
避
難
す
る
（
こ
こ
で
寒
山
拾
得
詩
を
再
び

見
直
す
機
会
を
も
得
る
こ
と
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
る
）
。
「
戒
殺

偈
」
二
首
（
其
一
は
、「
擬
寒
山
詩
」
其
七
。
以
下
、
慈
受
詩

と
007

す
る
。
其
二
は
、
慈
受
詩

。[

３]

）
の
制
作
年
代
は
未
詳
で
あ
る

022

が
、
慈
受
の
右
掲
の
経
歴
を
勘
案
す
る
と
、
こ
の
時
期
と
符
合
す

る
の
で
は
な
い
か
。

二
慈
受
詩

と
し
て
一
百
四
十
八
首
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
所

007

の
、『
廣
録
』
所
載
の
「
戒
殺
偈
」
其
一
は
、「
刀
兵
劫
」
を
詠
む
。

世
上
多
殺
生

世
上
は
殺
生
多
く

遂
有
刀
兵
劫

遂
に
刀
兵
の
劫
有
り

負
命
殺
汝
身

命
を
負
て
て
汝
が
身
を
殺
し

す

欠
財
焚
汝
宅

財
を
欠
き
て
汝
が
宅
を
焚
く

離
散
汝
妻
子

汝
が
妻
子
を
離
散
せ
し
め
て

曾
破
他
巣
穴

曽
て
他
の
巣
穴
を
破
り
た
り

影
響
各
相
似

影
響
各
お
の
相
似
た
り

洗
耳
聽
佛
説

耳
を
洗
つ
て
仏
説
を
聴
け
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因
果
応
報
を
意
味
す
る
「
影
響
」
と
い
う
仏
教
語
は
、
慈
受
の

や

う

き

や

う

常
套
語
で
も
あ
る
が
、
こ
の
語
を
用
い
て
慈
受
は
、
人
の
受
け
る

三
災
の
一
つ
で
あ
り
「
殺
生
」
の
極
み
で
あ
る
「
刀
兵
劫
」
の
時

期
が
、
影
の
形
に
随
い
、
響
き
の
声
に
応
ず
る
が
ご
と
く
、
殺
生

し
た
こ
と
の
因
果
応
報
と
し
て
訪
れ
る
と
詠
み
、
そ
の
起
因
と
な

る
殺
生
を
強
く
戒
め
る
。

今
、
こ
の
「
戒
殺
偈
」
（
慈
受
詩

）
を
、
慈
受
の
企
図
に
基
づ

007

い
て
擬
作
詩
と
見
る
場
合
、
後
づ
け
で
は
あ
り
つ
つ
も
、
寒
山
詩

と
の
関
係
を
踏
ま
え
て
理
解
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。

寒
山
も
安
史
の
乱
に
遭
っ
て
荊
州
に
避
難
し
た
と
は
伝
わ
る
が
、

内
乱
の
兵
災
を
戒
殺
生
の
例
に
挙
げ
る
も
の
は
無
く
、
外
敵
の
刀

兵
に
言
及
す
る
寒
山
詩

が
、
一
首
が
あ
る
。

087

去
家
一
萬
里

家
を
去
る
こ
と
一
万
里

提
劍
撃
匈
奴

剣
を
提
げ
て
匈
奴
を
撃
つ

得
利
渠
即
死

利
を
得
れ
ば
渠
即
ち
死
し

失
利
汝
即
殂

利
を
失
へ
ば
汝
即
ち
殂
る

た
ふ

渠
命
既
不
惜

渠
の
命
既
に
惜
し
ま
ず

汝
命
有
何
辜

汝
の
命
も
何
か
の
辜
有
ら
ん[

４]

つ
み

教
汝
百
勝
術

汝
に
百
勝
の
術
を
教
へ
ん

不
貪
爲
上
謀

不
貪
を
ば
上
謀
と
為
せ

ふ
と
ん

他
人
の
命
の
死
を
惜
し
ま
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
自
分
の
命
も

何
ら
か
の
辜
を
得
て
殂
ぶ
こ
と
に
な
る
、
戦
術
（
外
道
）
と
し
て

ほ

ろ

は
仏
説
の
三
毒
の
一
つ
で
あ
る
五
欲
の
貪
り
を
し
な
い
こ
と
（
「
不

貪
」）
に
よ
っ
て
の
み
、
因
果
応
報
を
免
れ
ら
れ
る
、
と
戒
め
る
。

今
こ
こ
で
、
慈
受
が
こ
の
寒
山
詩
の
「
匈
奴
」
を
北
方
異
民
族

の
金
に
比
擬
し
、「
命
」
の
重
視
と
「
汝
」
へ
の
呼
び
掛
け
の
手
法

を
模
倣
対
象
と
し
て
い
る
と
見
れ
ば
、
財
や
妻
子
へ
の
貪
愛
に
よ

る
殺
生
（
後
出
の
道
独
「
序
」
に
言
う
「
生
を
貪
る
」
）
を
戒
め
る

右
掲
の
慈
受
詩

と
の
類
似
点
が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
（
因

007

み
に
慈
受
は
、

詩
で
「
不
貪
は
以
て
宝
と
為
す
、
日
び
用
う
れ

071

ば
欠
少
無
し
」
と
言
い
、
そ
の
「
欠
少
」
は
百
味
な
ど
の
貪
り
か

ら
起
こ
る
と
す
る
）。
兵
災
等
の
三
災
は
、
過
剰
な
貪
り
の
影
響
に

因
る
と
す
る
論
理
構
造
で
あ
る
。

寒
山
の
戒
殺
生
は
、

に
は
「
烹
羊
煮
衆
命
、
聚
頭
作
淫
殺
。

056

含
笑
樂
呵
呵
、
啼
哭
受
殃
抉
」
と
あ
り
、
殺
生
を
す
れ
ば
終
い
に

は
地
獄
に
落
ち
る
と
言
う
。
他
に
も
例
え
ば
、
寒
山
詩

に
は
、

095

嗊
嗊
買
魚
肉

嗊
々
と
し
て
魚
肉
を
買
ひ

擔
歸
餧
妻
子

担
ひ
帰
つ
て
妻
子
に
餧
は
す

く
ら

何
須
殺
他
命

何
ぞ
須
ゐ
ん
他
の
命
を
殺
し

將
來
活
汝
已

将
ち
来
た
つ
て
汝
を
活
か
す
の
み
な
る
を

も

此
非
天
堂
縁

此
れ
は
天
堂
の
縁
に
非
ず

純
是
地
獄
滓

純
ら
是
れ
地
獄
の

滓

な
り

つ
み
び
と

徐
六
語
破
堆

徐
六
は
破
れ
堆
に
語
り
か
け

う
す

始
知
沒
道
理

始
め
て
没
道
理
な
る
を
知
れ
り

と
あ
る
。「
刀
兵
劫
」
が
訪
れ
る
と
は
言
わ
な
い
も
の
の
、
寒
山
の

こ
の
詠
は
、
殺
生
し
た
こ
と
の
因
果
応
報
（
影
響
）
で
地
獄
に
落

ち
て
後
悔
し
て
も
後
は
無
い
と
す
る
仏
教
哲
学
に
基
づ
く
。
他
に

も
、
寒
山
詩

は
戒
殺
生
を
詠
む
。
ま
た
、
拾
得
詩

に
も
、

207

04

養
兒
與
取
妻

児
を
養
ひ
て
与
に
妻
を
取
り

た
め

養
女
求
媒
娉

女
を
養
ひ
て
媒
娉
を
求
む
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重
重
皆
是
業

重
ね
重
ね
皆
是
れ
業
な
る
に

更
殺
衆
生
命

更
に
衆
生
の
命
を
殺
す

聚
集
會
親
情

聚
め
集
め
て
親
情
を
会
し

摠
來
看
盤
飣

摠
べ
来
た
り
て
盤
飣
を
看
る

目
下
雖
稱
心

目
下
心
に
称
ふ
と
雖
も

罪
簿
先
注
定

罪
簿
は
先
づ
注
し
定
め
ら
れ
ん

と
あ
り
、
家
族
ぐ
る
み
で
「
衆
生
」（
生
類
す
べ
て
）
を
殺
生
す
る

貪
り
を
戒
め
、
や
は
り
殺
生
は
終
い
に
は
地
獄
に
落
ち
る
と
し
て

い
る
。
拾
得
詩

も
戒
殺
生
を
詠
み
、「
殺
他
鷄
犬
命
、
身
死
墮
阿

12

鼻
」
と
あ
る
。
寒
山
拾
得
詩
の
、
慈
受
の
よ
う
に
は
「
刀
兵
劫
」

の
訪
れ
に
は
言
及
し
な
い
も
の
の
、
殺
生
す
れ
ば
終
い
に
は
地
獄

に
落
ち
る
と
す
る
、
そ
の
よ
う
な
因
果
応
報
説
に
よ
る
詩
偈
の
構

築
法
は
、
慈
受
も
擬
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
思

う
。
少
な
く
と
も
前
掲
の
慈
受
詩

も
、
論
理
面
は
こ
れ
ら
一
連

007

の
寒
山
拾
得
詩
を
も
承
け
て
い
る
と
言
っ
て
も
好
い
の
で
は
な
い

か
。前

掲
の
慈
受
詩

と
関
連
し
て
、
慈
受
詩

が
あ
り
、
次
の
よ

007

019

う
に
詠
む
。

忍
人
喜
啖
膾

忍
き
人
は
膾
を
啖
ふ
を
喜
び

む
ご

く
ら

砧
几
膏
血
灑

砧
几
は
膏
血
灑
る

想
見
魚
痛
時

想
ひ
見
る
魚
の
痛
き
時

正
似
人
遭
冎

正
に
人
の

冎

ぎ
に
遭
ふ
に
似
た
る
を

に
く
そ

咀
嚼
稱
珎
奇

咀
嚼
し
て
珎
奇
と
称
し

惻
隠
略
無
也

惻
隠
略
ぼ
無
き
な
り

影
響
恐
非
遙

影
響
は
恐
ら
く
は
遥
か

や

う

き

や

う

不
在
九
泉
下

九
泉
の
下
に
在
ら
ざ
る
に
非
ざ
ら
ん

こ
れ
も
刀
兵
に
は
直
接
言
及
し
な
い
も
の
の
、
ま
な
板
上
の
魚

の
傷
み
を
、
「
正
に
人
の

冎

ぎ
に
遭
ふ
に
似
た
り
」
と
言
い
、
人

に
く
そ

に
対
す
る
酷
刑
と
同
一
視
す
る
戒
殺
生
を
提
示
す
る
論
理
構
成
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
右
掲
の
寒
山
詩

や
拾
得
詩

に
類
似
さ

056

04

せ
て
い
る
と
言
え
ば
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

慈
受
「
擬
寒
山
詩
」
は
、
自
身
が
靖
康
の
難
に
遭
い
、
東
京
慧

林
寺
か
ら
天
台
山
国
清
寺
に
避
難
し
た
際
、
改
め
て
寒
山
拾
得
ゆ

か
り
の
地
と
出
会
い
、
彼
ら
の
主
要
テ
ー
マ
の
一
つ
「
不
貪
」
を

捉
え
、
本
来
の
人
を
も
含
む
、
貪
り
の
影
響
を
除
く
戒
殺
生
を
主

体
と
す
る
詠
を
作
る
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

三

「
戒
殺
生
」
に
関
し
、
慈
受
一
百
四
十
八
首
の
「
擬
寒
山
詩
序
」

に
は
、
次
の
如
く
あ
る
。

慈
受
深
和
尚
擬
寒
山
詩
序

慈
受
叟

懷
深

述

寒
山
拾
得
、
迺
文
殊
普
賢
也
。
有
詩
三
百
餘
首
、
流
布
世
間
、

莫
不
丁
寧
苦
口
、
警
悟
世
人
、
種
種
過
失
、
至
於
幼
女
艾
婦
之

姿
態
、
悪
少
偸
兒
之
性
情
、
斗
秤
欺
瞞
、
是
非
品
藻
、
靡
不
言

之
。
其
間
稠
疊
言
之
者
、
誡
殺
生
也
。

詩
言
「
寄
語
食
肉
輩
、
食
時
無
逗
留
。
今
生
過
去
種
、
未
來

今
日
修
。
祗
取
今
日
美
、
不
慮
來
生
憂
。
老
鼠
入
飯
瓮
、
雖
飽

難
出
頭
。
」
又
云
「
人
喫
死
猪
肉
、
猪
喫
死
人
腸
。
猪
不
道
人
臭
、

人
反
道
猪
香
。
猪
死
抛
水
裏
、
人
死
掘
地
藏
。
彼
此
莫
相
食
、

蓮
花
生
沸
湯
。」
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嗚
呼
、
聖
人
出
現
、
混
迹
塵
中
、
身
爲
貧
士
、
歌
笑
清
狂
、

小
偈
長
詩
、
書
石
題
壁
、
欲
其
易
曉
、
而
深
誡
也
。
經
云
「
若

不
去
殺
、
斷
一
切
慈
悲
種
。
」
慈
悲
者
、
仁
也
。

余
因
老
病
、
結
茅
洞
庭
、
終
日
無
事
、
或
水
邊
林
下
、
坐
石

攀
條
、
歌
寒
山
詩
、
哦
拾
得
偈
、
適
與
意
會
、
遂
擬
其
體
、
成

一
百
四
十
八
首
。
雖
言
語
拙
惡
、
乏
於
文
彩
、
庶
廣
先
聖
慈
悲

之
意
。
建
炎
四
年
二
月
望
日
序
。

（
寒
山
拾
得
は
、
迺
ち
文
殊
普
賢
な
り
。
詩
三
百
餘
首
有

り
、
世
間
に
流
布
し
、
丁
寧
に
し
て
口
を
苦
く
し
、
世
人
を

警
悟
せ
ざ
る
莫
し
、
種
々
の
過
失
は
、
幼
女
艾
婦
の
姿
態
、

悪
少
偸
児
の
性
情
に
至
り
、
欺
瞞
を
斗
秤
し
、
品
藻
を
是
非

し
、
之
れ
を
言
は
ざ
る
靡
し
。
其
の
間
稠
疊
と
し
て
之
れ
を

言
ふ
者
は
、
殺
生
を
誡
む
る
な
り
。

詩
に
言
ふ
「
寄
語
食
肉
輩
、
食
時
無
逗
留
。
今
生
過
去
種
、

未
來
今
日
修
。
祗
取
今
日
美
、
不
慮
來
生
憂
。
老
鼠
入
飯
瓮
、

雖
飽
難
出
頭
」
と
。
又
た
云
ふ
「
人
喫
死
猪
肉
、
猪
喫
死
人

腸
。
猪
不
道
人
臭
、
人
反
道
猪
香
。
猪
死
抛
水
裏
、
人
死
掘

地
藏
。
彼
此
莫
相
食
、
蓮
花
生
沸
湯
」
と
。

あ
ゝ
、
聖
人
出
現
し
、
迹
を
塵
中
に
混
ぢ
へ
、
身
は
貧
士

と
為
り
、
歌
笑
は
清
狂
、
小
偈
長
詩
を
ば
、
石
に
書
し
壁
に

題
し
、
其
の
易
暁
な
る
を
欲
す
る
も
、
深
く
誡
む
る
な
り
。

經
に
云
ふ
「
若
し
殺
す
を
去
ら
ず
ば
、
一
切
の
慈
悲
の
種
を

断
た
ん
」
と
。
慈
悲
と
は
、
仁
な
り
。

余
老
い
病
む
に
因
つ
て
、
茅
を
洞
庭
に
結
び
、
終
日
無
事
、

或
は
水
辺
林
下
に
て
、
石
に
坐
し
条
を
攀
ぢ
、
寒
山
詩
を
歌

ひ
、
拾
得
の
偈
を
哦
ひ
、
適
た
ま
意
と
会
す
れ
ば
、
遂
に
其

う
た

の
体
に
擬
し
、
一
百
四
十
八
首
と
成
る
。
言
語
拙
悪
に
し
て
、

文
彩
に
乏
し
と
雖
も
、
庶
は
く
は
先
聖
慈
悲
の
意
を
広
め
ん

こ
と
を
。
建
炎
四
年
二
月
望
日
序
す
。
）

茅
を
洞
庭
に
結
ん
だ
建
炎
四
年
（
一
一
三
〇
）
二
月
十
五
日
、

と
あ
る
の
で
、「
擬
寒
山
詩
」
は
、
慈
受
が
晩
年
（
靖
康
の
役
や
天

台
山
国
清
寺
を
経
た
後
）
、
太
湖
内
の
包
山
（
洞
庭
山
。
西
山
）
に

退
隠
し
て
間
も
な
く
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
文
中
に
寒
山
詩

、

二
首
を
引
く
よ
う
に
、
擬
作
詩
は
『
涅

070

269

槃
經
』
に
「
夫
食
肉
者
、
斷
大
慈
種
」
と
言
う
所
の
戒
殺
生
を
主

体
と
し
、
慈
悲
心
（
聖
人
の
仁
）
を
断
た
ぬ
よ
う
文
殊
普
賢
の
和

光
同
塵
で
あ
る
と
さ
れ
る
寒
山
拾
得
の
詩
体
に
擬
し
て
、
そ
れ
を

主
張
し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
一
百
四
十
八
首
を
重
刻
し
た
清
の
道
独
は
、
そ
の
主
張
を

更
に
鮮
明
化
し
、「
序
」
で
次
の
如
く
言
う
。

重
刻
擬
寒
山
詩
序

淸
、
道
獨[

５]

佛
言
「
若
要
世
間
無
刀
兵
、
除
非
衆
生
不
食
肉
。
」
茲
者
三
災

並
起
、
人
命
危
脆
、
或
募
兵
守
城
、
或
遁
逃
山
林
、
或
隱
匿
海

島
、
以
自
爲
計
。
雖
貪
生
怖
死
人
之
常
情
、
豈
知
定
業
有
不
可

逃
者
。
蓋
殺
生
之
極
、
感
刀
兵
災
、
偸
盗
之
極
、
感
饑
饉
災
、

淫
邪
之
極
、
感
疾
疫
災
。
非
天
降
、
非
地
湧
、
非
人
與
、
皆
衆

生
自
業
吸
引
、
因
果
相
酬
、
如
影
隨
形
、
如
響
應
聲
。
欲
不
受

果
、
惟
不
造
因
、
因
亡
則
果
喪
、
業
空
則
報
亡
耳
。

道
獨
偶
閲
慈
受
禪
師
「
擬
寒
山
詩
」、
見
其
詞
語
懇
切
、
深
錐

痛
札
、
今
人
通
病
、
實
對
治
之
良
劑
。
玩
味
不
已
、
重
梓
流
通
、
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伏
冀
諸
賢
詳
審
、
起
大
慈
心
、
悲
愍
衆
生
、
不
食
其
肉
、
齋
戒

淸
淨
、
謹
敕
身
心
、
衆
善
奉
行
、
諸
惡
莫
作
。
一
人
依
之
、
一

人
不
受
業
、
衆
人
依
之
、
衆
人
不
受
業
。
斯
即
善
身
保
家
壽
國

之
良
圖
也
。（
清
、
道
獨
禅
師
『
長
慶
宗
寶
獨
禅
師
語
録
』
卷
第

六
）

（
仏
は
言
ふ
「
若
し
世
間
に
刀
兵
無
き
を
要
め
ば
、
衆
生

の
肉
を
食
は
ず
ん
ば
非
ざ
る
を
除
れ
」
と
。
茲
れ
は
三
災
並

さ

び
に
起
こ
り
、
人
命
危
く
脆
く
、
或
は
兵
を
募
つ
て
城
を
守

り
、
或
は
山
林
に
遁
逃
し
、
或
は
海
島
に
隠
匿
し
、
以
て
自

ら
計
を
為
す
。
生
を
貪
り
死
を
怖
る
る
は
人
の
常
の
情
な
り

と
雖
も
、
豈
に
定
業
に
逃
る
べ
か
ら
ざ
る
者
有
る
を
知
ら
ん

や
。
蓋
し
殺
生
の
極
み
は
、
刀
兵
の
災
ひ
に
感
じ
、
偸
盗
の

極
み
は
、
飢
饉
の
災
ひ
に
感
じ
、
淫
邪
の
極
み
は
、
疾
疫
の

災
ひ
に
感
ぜ
ん
。
天
の
降
す
に
非
ず
、
地
の
湧
く
に
非
ず
、

人
の
与
ふ
る
に
非
ず
、
皆
衆
生
の
自
業
の
吸
引
し
、
因
果
相

酬
ゆ
る
こ
と
、
影
の
形
に
随
ふ
が
ご
と
く
、
響
き
の
声
に
応

ず
る
が
ご
と
し
。
果
を
受
け
ざ
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
惟
だ
因
を

造
ら
ざ
る
の
み
、
因
亡
け
れ
ば
則
ち
果
喪
は
れ
、
業
空
な
れ

ば
則
ち
報
い
亡
き
の
み
。

道
独
偶
た
ま
慈
受
禅
師
の
「
擬
寒
山
詩
」
を
閲
、
其
の
詞

わ

れ

語
の
懇
切
に
し
て
、
深
く
錐
も
み
痛
く
劄
す
を
見
れ
ば
、
今

さ

人
の
通
病
は
、
実
に
対
治
の
良
剤
な
り
。
玩
味
し
て
已
ま
ず
、

重
ね
て
梓
し
て
流
通
せ
し
め
、
伏
し
て
冀
は
く
は
諸
賢
よ
詳
審

つ
ま
び

ら
か
に
し
、
大
慈
心
を
起
こ
し
、
衆
生
を
悲
愍
し
、
其
の
肉

を
食
は
ず
、
斎
戒
し
て
清
浄
、
身
心
を
謹
敕
み
、
衆
は
善
く

つ
つ
し

奉
行
し
、
諸
悪
作
す
莫
か
ら
ん
こ
と
を
。
一
人
之
れ
に
依
れ

ば
、
一
人
業
を
受
け
ず
、
衆
人
之
れ
に
依
れ
ば
、
衆
人
業
を

受
け
ざ
ら
ん
。
斯
れ
即
ち
身
を
善
く
し
家
を
保
ち
国
を
寿
ぐ

の
良
図
な
り
。）

人
命
が
三
災
の
一
つ
刀
兵
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
る
の
は
、
自
ら

の
死
を
恐
れ
な
が
ら
も
生
を
貪
り
、
慈
悲
心
を
断
ち
殺
生
食
肉
し

た
因
果
に
よ
る
と
し
、
い
わ
ば
自
肉
他
肉
は
則
ち
是
れ
一
肉
で
あ

っ
て
、
衆
生
の
殺
生
は
な
ら
ぬ
と
の
慈
受
の
主
張
を
、
慈
受
の
詩

偈
を
踏
ま
え
た
上
で
、
道
独
は
一
層
鮮
明
化
し
、
一
百
四
十
八
首

中
に
採
録
さ
れ
る
所
の
「
戒
殺
偈
」
（
＝
慈
受
詩

）
中
の
語
で
あ

007

る
「
刀
兵
」
（
仏
教
語
の
刀
兵
劫
）
を
前
面
に
出
し
て
重
刻
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
慈
受
詩
に
内
在
し
て
い
る
も
の
を
判
然
と
顕

彰
し
、
言
葉
に
し
て
い
る
と
言
っ
て
も
好
い
。

四

さ
て
、
前
掲
二
で
、
寒
山
詩
の
み
な
ら
ず
敢
え
て
拾
得
詩
を
慈

受
の
擬
作
対
象
の
例
に
挙
げ
た
が
、
今
、
慈
受
一
百
四
十
八
首
各

首
の
原
詩
を
寒
山
詩
の
中
に
見
出
だ
し
て
み
る
と
、
例
え
ば
以
下

の
数
首
は
、
一
見
し
て
す
ぐ
に
そ
れ
と
分
か
る
（
次
の
「
慈

←
000

寒

」
は
、
慈
受
詩
一
百
四
十
八
首
の

番
の
詩
は
、
寒
山
詩

000

000

000

番
を
原
詩
と
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
す
る
）。

慈

←
寒

、
慈

←
寒

（
序
に
引
用
さ
れ
て
い
る
）、

003

141

021

070

慈

（
二
十
首
の
其
三
）
←
寒

、

034

253

慈

（
二
十
首
の
其
八
）
←
寒

、
慈

←
寒

、

051

300

065

240

慈

←
寒

、
慈

←
寒

、
慈

←
寒

、

066

105

071

245

088

194
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慈

（
二
十
首
の
其
十
七
）
←
寒

、
慈

←
寒

、

089

019

093

214

慈

（
二
十
首
の
其
十
五
）
←
寒

[

６]

、
慈

←
寒

、

100

262

113

240

慈

←
寒

、
慈

←
寒

、
慈

←
寒

、
慈

←
寒

、

123

286

132

086

139

250

141

262

慈

←
寒

、

144

135

そ
し
て
、
こ
れ
ら
原
詩
を
特
定
す
る
際
に
気
づ
く
こ
と
は
、
慈

受
「
擬
寒
山
詩
」
に
於
け
る
一
つ
の
特
徴
と
し
て
、
他
の
禅
僧
の

そ
れ
と
比
べ
、
拾
得
詩
を
原
詩
と
す
る
も
の
が
比
較
的
多
い
と
思

え
る
こ
と
で
あ
る
。
一
見
し
て
す
ぐ
に
そ
れ
と
分
か
る
も
の
と
し

て
は
、
次
の
よ
う
な
数
首
が
挙
げ
ら
れ
る
。

慈

←
拾

、
慈

←
拾

、
慈

←
拾

、
慈

←
拾

、

027

12

045

24

096

43

119

03

慈

←
拾

、

129

08

（
『
廣
録
』
に
附
録
す
る
二
十
首
中
に
は
、
拾
得
詩
を
原
詩
と
す
る

も
の
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
採
録
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ

る
が
、
そ
れ
が
一
百
四
十
八
首
中
に
は
何
首
か
見
出
さ
れ
る
。
）

「
擬
寒
山
詩
」
の
中
で
、
敢
え
て
拾
得
詩
を
原
詩
と
す
る
意
味

は
何
か
。
拾
得
詩
自
体
が
寒
山
詩
の
模
倣
で
あ
り
、
寒
山
詩
と
拾

得
詩
と
を
区
別
す
る
必
要
は
な
い
と
見
れ
ば
そ
れ
ま
で
で
は
あ
ろ

う
が
、
拾
得
詩
の
擬
作
に
は
、
あ
る
種
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

ａ
例
え
ば
、
慈
受
詩

は
「
婚
嫁
」
を
模
倣
対
象
と
し
、

027

一
翁
生
七
兒

一
翁
七
児
を
生
み

各
房
納
一
婦

各
房
一
婦
を
納
む

親
賓
常
有
歡

親
賓
常
に
歓
ぶ
有
れ
ば

鵝
鴨
殺
無
數

鵝
鴨
殺
す
こ
と
無
数
な
り

不
覺
子
孫
生

覚
え
ず

子
孫
生
ま
れ

婚
嫁
未
曾
住

婚
嫁
未
だ
曽
て
住
ま
ら
ず

閉
門
造
婬
殺

門
を
閉
ざ
し
て
婬
り
に
殺
す
に
造
る
は

い
た

也
好
思
量
取

也
た
好
し

思
量
し
取
る
に

ま

と
詠
む
。
こ
れ
は
、
拾
得
詩

、
12

男
女
爲
婚
嫁

男
女
婚
嫁
を
為
す
は

俗
務
是
常
儀

俗
務
是
れ
常
の
儀
な
り

自
量
其
事
力

自
ら
其
の
事
力
を
量
れ
ば

何
用
廣
張
施

何
ぞ
広
く
張
施
す
る
を
用
ゐ
ん

取
債
誇
人
我

債
を
取
つ
て
人
か
我
か
を
誇
り

論
情
入
骨
癡

情
を
論
ず
れ
ば
骨
に
入
り
て
痴
な
り

殺
他
鷄
犬
命

他
の
鶏
犬
の
命
を
殺
せ
ば

身
死
墮
阿
鼻

身
死
し
て
阿
鼻
に
堕
ち
ん

を
原
詩
と
す
る
。

「
婚
嫁
」
を
は
じ
め
「
常
」
「
量
」
「
取
」
等
の
共
通
語
彙
の
使

用
に
よ
っ
て
も
こ
の
拾
得
詩

が
原
詩
で
あ
る
と
分
か
る
が
、
擬

12

作
の
結
句
「
也
好
思
量
取
」
は
、
慈
受
詩

に
「
暴
殄
天
物
多
、

147

也
好
自
思
算
」
と
あ
る
の
と
同
じ
く
、
殺
生
の
因
果
応
報
（
破
戒

後
の
善
行
と
読
経
に
よ
る
悔
悛
を
含
む
）
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
の
は
ご
尤
も
の
意
と
取
れ
、
原
詩
の
結
句
「
身
死
墮
阿
鼻
」

と
同
じ
意
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
婚
嫁
に
よ
る
過
剰
の
貪
り
に

よ
る
、
慈
悲
の
種
を
断
ち
地
獄
に
落
ち
る
殺
生
が
繰
り
返
さ
れ
る

こ
と
を
戒
め
る
詠
と
な
っ
て
い
る
。

ｂ
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ま
た
、
例
え
ば
慈
受
詩

は
「
羊
」
を
模
倣
対
象
と
し
、
次
の

045

よ
う
に
詠
む
。

猪
羊
養
一
羣

猪
羊
は
養
ふ
こ
と
一
群

鷄
鵝
不
知
數

鶏
鵝
は
数
を
知
ら
ず

準
擬
賓
客
來

賓
客
の
来
た
る
に
準
擬
し

旋
殺
供
盤
箸

旋
ち
殺
し
て
盤
箸
に
供
す

烹
羊
猪
已
驚

羊
を
烹
れ
ば
猪
已
に
驚
き

割
鷄
鵝
已
懼

鶏
を
割
け
ば
鵝
已
に
惧
る

從
頭
喫
至
尾

頭
よ
り
喫
ひ
て
尾
に
至
り

不
知
何
以
故

何
を
以
て
の
故
か
を
知
ら
ず

こ
の
擬
作
は
、
拾
得
詩

、
24

躑
躅
一
羣
羊

躑
躅
た
り
一
群
の
羊

沿
山
又
入
谷

山
に
沿
ひ
又
た
谷
に
入
る

看
人
貪
博
塞

看
人
は
博
塞
を
貪
れ
ば

且
遭
豺
狼
逐

且
く
豺
狼
の
逐
ふ
に
遭
ふ

元
不
出
孳
生

元
よ
り
孳
生
に
出
で
ざ
れ
ば

便
將
充
口
腹

便
ち
将
に
口
腹
に
充
て
ん
と
す

從
頭
喫
至
尾

頭
よ
り
喫
ひ
て
尾
に
至
り

無
餘
肉

々
と
し
て
餘
肉
無
し

を
原
詩
と
す
る
。
こ
の
拾
得
詩
で
は
、
羊
が
豺
狼
に
食
わ
れ
て
し

ま
う
の
は
、
番
人
が
博
打
に
耽
る
と
い
う
生
を
貪
る
か
ら
だ
と
し
、

ま
た
豺
狼
か
ら
見
れ
ば
羊
は
自
ら
が
生
み
育
て
た
の
で
は
な
い
か

ら
口
腹
に
充
て
る
の
だ
と
す
る
。
自
肉
と
他
肉
は
一
肉
と
見
る
こ

と
に
気
づ
け
な
い
無
慈
悲
の
殺
生
を
詠
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。

慈
受
詩
も
原
詩
と
同
様
に
、
羊
が
人
に
食
わ
れ
て
し
ま
う
の
は
、

世
間
の
人
は
そ
れ
を
養
っ
て
お
き
な
が
ら
も
、
や
は
り
自
肉
と
他

肉
は
則
ち
是
れ
一
肉
に
気
づ
か
な
い
こ
と
に
因
る
と
し
つ
つ
、
そ

れ
が
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
を
詠
み
、
結
句
の
よ
う
に
問
い
を
投

げ
か
け
た
形
で
結
ぶ
。（
略
す
が
、
慈
受
詩

で
は
羊
と
そ
の
児
と

073

の
関
係
を
、
人
の
翁
と
そ
の
児
と
の
関
係
に
同
じ
で
あ
る
と
明
言

し
て
い
る
。
）

慈
受
は
「
賓
客
」
す
な
わ
ち
人
を
原
詩
の
「
豺
狼
」
と
同
様
に

看
做
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
拾
得
の
比
喩
表
現
を
解
釈
し
、

直
叙
の
形
に
し
て
い
る
。

ｃ
ま
た
、
慈
受
詩

は
「
愚
痴
」
を
模
倣
対
象
と
し
、

096

貪
嗔
汝
鑊
湯

貪
嗔
は
汝
が
鑊
湯

愚
癡
汝
地
獄

愚
痴
は
汝
が
地
獄
な
り

劔
樹
及
刀
山

剣
樹
及
び
刀
山
は

汝
心
皆
具
足

汝
が
心
に
皆
に
具
足
す

と

も

要
以
智
慧
水

要
は
智
慧
の
水
を
以
て

洗
此
無
明
毒

此
の
無
明
の
毒
を
洗
へ

凡
聖
路
無
多

凡
と
聖
の
路
は
多
か
る
無
し

正
如
手
翻
覆

正
に
手
の
翻
覆
す
る
が
ご
と
し

と
詠
む
。
こ
れ
は
、
拾
得
詩

、
43

左
手
握
驪
珠

左
手
は
驪
珠
を
握
り

右
手
執
慧
劍

右
手
は
慧
剣
を
執
る

先
破
無
明
賊

先
づ
は
無
明
の
賊
を
破
れ
ば

神
珠
自
吐
燄

神
珠
は
自
ら
焔
を
吐
か
ん
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傷
嗟
愚
癡
人

傷
み
嗟
く
は
愚
痴
の
人

貪
愛
那
生
猒

貪
愛
し
て
那
ぞ
厭
ふ
を
生
ぜ
ん

一
墮
三
途
間

一
た
び
三
途
の
間
に
堕
ち

始
覺
前
程
險

始
め
て
前
程
の
険
し
き
を
覚
ゆ

を
原
詩
と
す
る
。
押
韻
の
ほ
か
、「
愚
癡
」
を
は
じ
め
「
手
」「
珠
」

「
慧
」「
劍
」「
無
明
」「
貪
」
等
、
多
く
の
共
通
語
彙
が
見
ら
れ
、

明
ら
か
に
擬
作
と
原
詩
と
の
関
係
を
醸
成
し
て
い
る
。

拾
得
は
寒
山
と
と
も
に
常
時
「
毎
談
今
古
事
、
嗟
見
世
愚
癡
」

と
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
が
、
慈
受
も
、
こ
れ
に
参
加
し
よ
う
と

す
る
。
三
毒
（
貪
、
嗔
、
癡
）
の
う
ち
、
愚
痴
の
ま
ま
生
を
貪
愛

し
て
は
無
明
を
除
け
ず
、
因
果
相
応
じ
て
地
獄
に
堕
ち
る
と
し
、

早
々
に
智
慧
を
働
か
せ
る
よ
う
戒
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

ｄ
ま
た
、
慈
受
詩

は
「
出
家
」
の
「
淸
閑
」
を
模
倣
対
象
と
し
、

119

出
家
要
淸
閑

出
家
は
清
閑
な
る
を
要
す
る
も

却
被
人
使
喚

却
つ
て
人
に
使
喚
せ
ら
る

門
徒
數
百
家

門
徒
数
百
家
な
れ
ば

追
陪
日
忙
亂

追
陪
せ
ら
れ
て
日
び
忙
乱
す

施
利
得
十
千

施
利
を
ば
得
る
こ
と
十
千
に
し
て

人
情
費
七
貫

人
情
を
ば
費
や
す
こ
と
七
貫
な
り

彼
此
沒
便
宜

彼
此
便
宜
没
く

な

他
年
難
打
算

他
年
打
算
し
難
し

と
詠
む
。
こ
れ
は
、
拾
得
詩

、
03

出
家
要
淸
閑

出
家
は
清
閑
な
る
を
要
し

淸
閑
即
爲
貴

清
閑
な
れ
ば
即
ち
貴
し
と
為
す

如
何
塵
外
人

如
何
ぞ
塵
外
の
人
な
る
に

却
入
塵
埃
裏

却
つ
て
塵
埃
の
裏
に
入
る
や

一
向
迷
本
心

一
向
ら
本
心
に
迷
ひ

終
朝
役
名
利

終
朝
名
利
に
役
せ
ら
る

名
利
得
到
身

名
利
身
に
到
る
を
得
れ
ば

形
容
已
顦
顇

形
容
已
に
顦
顇
す

況
復
不
遂
者

況
ん
や
復
た
遂
げ
ざ
る
者
の

虚
用
平
生
志

虚
し
く
平
生
の
志
を
用
う
る
を
や

可
憐
無
事
人

憐
れ
む
べ
し
無
事
の
人

未
能
笑
得
尓

未
だ
爾
を
笑
ひ
得
る
能
は
ず

を
原
詩
と
す
る
。
こ
の
拾
得
詩
と
同
様
、
慈
受
詩
も
出
家
者
が
「
淸

閑
」
に
徹
し
切
れ
ず
、
平
生
の
「
人
情
」
に
七
割
が
た
執
ら
わ
れ
、

要
ら
ぬ
名
利
を
得
て
し
ま
う
笑
え
な
い
危
う
さ
を
戒
め
て
い
る
。

ｅ
さ
ら
に
、
慈
受
詩

は
「
這
箇
の
意
」
を
模
倣
対
象
と
し
、

129

白
日
閙
喧
喧

白
日
は
閙
が
し
き
こ
と
喧
々
と

夜
間
靜
悄
悄

夜
間
は
静
か
な
る
こ
と
悄
々
た
り

夜
間
與
白
日

夜
間
と
白
日
と

且
道
誰
欠
少

且
く
道
は
ん
誰
か
欠
少
す
や
と

飢
時
覓
飯
噇

飢
う
る
時
は
飯
を
覓
め
て
噇
ひ

困
便
尋
床
倒

困
る
れ
ば
便
ち
床
を
尋
ね
て
倒
る

つ
か

不
省
這
箇
意

這
箇
の
意
を
省
み
ず

區
區
直
到
老

区
々
と
し
て
直
ち
に
老
い
に
到
る
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と
詠
む
。
こ
れ
は
、
拾
得
詩

、
08

嗟
見
世
間
人

嗟
き
て
見
る
世
間
の
人
の

永
劫
在
迷
津

永
劫
迷
津
に
在
る
を

不
省
這
箇
意

這
箇
の
意
を
省
み
ず

修
行
徒
苦
辛

修
行
し
て
徒
ら
に
苦
辛
す

を
原
詩
と
す
る
。
こ
の
拾
得
詩
が
、
世
間
の
人
が
「
這
箇
の
意
」

す
な
わ
ち
仏
法
の
意
味
も
分
か
ら
ず
に
修
行
す
る
様
を
総
じ
て
「
在

迷
津
」
と
言
っ
て
い
る
所
を
、
慈
受
は
「
迷
津
」
の
中
に
居
る
「
世

間
」
の
人
を
具
体
化
し
、
昼
間
は
騒
が
し
く
夜
は
静
か
で
あ
る
が
、

夜
は
人
が
誰
か
居
な
く
な
る
の
か
と
道
え
ば
、
昼
間
は
腹
が
減
っ

い

て
暴
飲
暴
食
し
て
ま
わ
り
、
夜
は
疲
れ
て
睡
眠
を
貪
っ
て
い
る
だ

す

い

め

ん

け
だ
と
詠
み
、
人
々
は
本
源
で
あ
る
仏
性
を
見
失
い
、
そ
ん
な
迷

い
の
中
で
老
い
て
行
く
と
捉
え
て
見
せ
て
い
る[

７]

。

以
上
、
こ
れ
ら
の
擬
拾
得
詩
は
、
寒
山
詩
の
特
徴
で
あ
る
山
居

詠
等
で
は
な
く
、
す
べ
て
迷
い
に
在
り
生
を
貪
愛
す
る
者
の
如
何

と
も
仕
難
さ
を
戒
め
る
、
禅
僧
好
み
の
仏
教
勧
戒
詠
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

五

慈
受
は
な
ぜ
右
掲
四
の
ａ
～
ｅ
の
よ
う
な
拾
得
の
仏
教
勧
戒
詠

に
多
く
擬
す
る
こ
と
を
し
た
の
か
。

『
寒
山
拾
得
詩
校
評
』
著
者
の
錢
学
烈
女
史
は
、
同
著
の
「
前

言
」
五
「
拾
得
与
拾
得
詩
」
に
於
い
て
、
拾
得
は
十
歳
の
時
に
豊

干
に
拾
わ
れ
、
天
台
山
国
清
寺
に
連
れ
て
来
ら
れ
、
そ
の
後
、
寒

山
子
が
寒
岩
に
引
き
取
っ
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
依
っ
て
、
拾
得

の
境
遇
や
経
歴
は
寒
山
と
は
異
な
る
と
し
、
先
ず
、
拾
得
詩
と
し

て
現
在
遺
っ
て
い
る
五
十
餘
篇
の
う
ち
の
何
首
か
は
寒
山
子
の
模

倣
で
あ
り
、
か
つ
寒
山
子
の
詩
が
混
じ
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る

と
言
う
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
寒
山
子
の
境
遇
や
経
歴
で
あ
っ
て

拾
得
の
そ
れ
と
し
て
は
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
を
除
く
と
、
「
寺
僧
」
と

し
て
の
三
十
数
篇
の
仏
教
勧
戒
詩
が
残
る
と
す
る
。

す
な
わ
ち
、「
地
獄
の
懲
罰
を
用
い
て
人
に
惡
を
棄
て
善
に
從
う

こ
と
を
勸
め
る
」
も
の
、
「
殺
生
食
肉
を
戒
め
る
」
も
の
、
「
出
家

し
て
も
戒
規
を
守
ら
ず
或
い
は
眞
心
修
道
し
な
い
僧
人
に
対
し
て

も
、
ま
た
告
誡
を
提
出
す
る
」
も
の
が
、
拾
得
詩
特
有
の
特
徴
で

あ
ろ
う
と
、
錢
氏
は
言
う
。
そ
し
て
、「
拾
得
の
勸
戒
詩
は
基
本
的

に
す
べ
て
佛
教
頌
偈
體
で
あ
り
、
且
つ
多
く
は
閻
王
や
地
獄
を
以

て
懲
戒
と
爲
し
、
生
動
た
る
形
象
の
文
學
的
色
彩
を
缺
い
て
い
る
。

か

還
た
幾
首
か
の
禪
理
詩
が
有
り
、
自
性
の
妙
體
を
喩
え
て
明
月
あ

まる
い
は
水
精
の
ご
と
し
と
成
す
も
、
禪
境
と
禪
趣
を
談
り
上
げ
て

か
た

は
い
な
い
。
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
（
以
上
、
論
者
の
要
約
に
よ
る
）
。

こ
の
見
解
は
、
極
め
て
妥
当
性
が
有
る
も
の
と
考
え
る
。
と
い

う
の
は
、
慈
受
が
擬
し
て
い
る
前
掲
四
の
拾
得
詩
が
、
ま
さ
に
錢

氏
の
指
摘
す
る
拾
得
詩
の
特
徴
と
全
て
合
致
す
る
と
考
え
る
か
ら

で
あ
る
。（
錢
氏
は
、「
拾
得
の
山
水
詩
は
多
く
な
い
」
と
も
言
う
。

確
か
に
慈
受
「
擬
寒
山
詩
」
中
の
山
水
詩
も
、
拾
得
で
は
な
く
、

寒
山
子
の
山
居
詩
に
擬
し
た
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
。）

す
な
わ
ち
、
慈
受
が
前
掲
四
の
ａ
～
ｅ
の
よ
う
な
、
よ
り
禅
僧

に
近
似
し
た
論
理
展
開
を
す
る
と
言
い
得
る
「
寺
僧
」
拾
得
の
戒

規
詠
に
多
く
倣
っ
て
い
る
の
は
、
禅
僧
と
し
て
破
壊
期
の
「
刀
兵
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劫
」
を
目
の
当
た
り
に
し
、
寒
山
拾
得
詩
中
の
仏
教
哲
学
「
不
貪
」

に
よ
る
「
戒
殺
生
」
を
強
く
主
張
し
表
出
し
得
る
「
佛
教
頌
偈
體
」

の
詠
こ
そ
望
ま
し
い
と
見
、
そ
れ
を
志
向
し
た
か
ら
で
は
な
い
の

か
。
そ
れ
ら
は
、
殺
生
を
は
じ
め
、
貪
嗔
、
名
利
、
迷
い
に
執
ら

わ
れ
続
け
る
者
の
、
生
を
過
剰
に
貪
愛
す
る
因
果
応
報
の
果
て
（
刀

兵
劫
も
そ
の
一
つ
）
へ
の
戒
め
の
論
理
を
僧
侶
の
立
場
か
ら
詠
み
、

そ
れ
を
表
現
で
き
る
体
を
具
え
て
い
る
。
慈
受
は
、
そ
の
よ
う
な

寒
山
拾
得
詩
の
戒
殺
生
（
因
果
応
報
）
の
論
理
を
模
倣
対
象
と
し
、

そ
れ
を
自
分
の
も
の
と
し
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
と
見
た
い
。

そ
の
よ
う
な
慈
受
の
企
図
は
、
前
掲
の
清
の
道
独
の
重
刻
の
序

が
、
仏
の
言
葉
を
引
用
し
て
慈
受
の
主
張
を
鮮
明
に
し
、「
若
し
世

間
に
刀
兵
無
き
を
要
め
ば
、
除
非
だ
衆
生
は
肉
を
食
ら
は
ざ
る
の

た

み
（
若
要
世
間
無
刀
兵
、
除
非
衆
生
不
食
肉
）」
と
言
っ
て
い
る
こ

と
と
も
合
致
し
よ
う
。

注

[

１]

拙
論
「
慈
受
和
尚
『
擬
寒
山
詩
』
二
十
首
に
つ
い
て
」
（
「
中
國
中
世

文
學
研
究
」
第

号

二
〇
一
一

中
國
中
世
文
學
會
）
に
於
い
て
、
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そ
の
「
韻
度
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
論
じ
た
。
な
お
『
廣
録
』
は
、

陳
曦
點
校
（
二
〇
一
五

上
海
古
籍
出
版
社

雲
門
宗
叢
書
所
収
）
が

あ
る
。

[

２]

劉
克
荘
『
後
村
詩
話
』
に
「
慈
受
一
僧
爾
、
所
擬
四
十
八
篇
、
亦
逼

眞
可
喜
也
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
百
四
十
八
篇
」
の
誤
り
か
。

[

３]

慈
受
「
擬
寒
山
詩
」
一
百
四
十
八
首
を
、
其
一
か
ら
順
次
慈
受
詩
001

～

と
す
る
も
の
と
す
る
。
実
際
は
一
百
四
十
九
首
あ
る
。
寒
山
拾
得

149

詩
も
同
様
、
錢
学
烈
『
寒
山
拾
得
詩
校
評
』
（
一
九
九
八

天
津
古
籍

出
版
社
）
の
歌
番
号
に
依
り
、
寒
山
詩

～
と
す
る
。

001

[

４]

語
法
と
し
て
、
「
『
有
何
』
は
、
何
か
有
る
な
り
。
『
何
有
』
は
、
何
ぞ

有
ら
ん
や
、
無
き
な
り
」
と
解
す
る
も
の
と
す
る
。
地
獄
に
落
ち
る
等

の
辜
が
有
る
と
見
た
い
。
（
『
用
字
格
』
は
、
『
孟
子
』
の
「
自
責
不
知

己
有
何
罪
耳
」
を
引
用
し
、
「
『
有
何
』
は
、
何
の
罪
あ
る
な
り
。
『
何

有
』
は
、
何
ぞ
あ
ら
ん
や
、
な
き
と
云
こ
と
な
り
。
差
別
分
明
」
と
言

う
。）

[

５]

道
独
（
一
六
〇
〇
～
一
六
六
一
）
は
、
清
代
の
禅
僧
、
俗
姓
は
陸
、

宗
宝
と
号
す
、
別
名
空
隠
、
南
海
（
廣
州
）
の
人
。

[

６]

「
中
國
中
世
文
學
研
究
」
第

号
の
拙
論
に
於
い
て
、
慈
受
二
十
首
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の
其
十
五
中
の
「
省
縁
」
を
「
縁
を
省
く
」
と
訓
じ
た
が
、
「
縁
を
省

み
る
」
と
訓
ず
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
こ
こ
で
の
訂
正
を
お
許
し
願
い

た
い
。「
縁
」
に
関
し
て
省
悟
省
察
す
る
意
と
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
、
慈
受
に
は
「
省
縁
」
詠
六
首
が
あ
る
。

[

７]

「
這
箇
意
」
は
、
寒
山
詩

、

に
言
う
「
箇
中
意
」
に
同
じ
と
見

105

255

た
い
。
ま
た
、
こ
の
詩
は
修
行
の
在
り
方
を
問
う
寒
山
詩

を
も
踏
ま

074

え
て
い
よ
う
。


